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無脊椎動物の 生体防禦
一

力ブ トガニ の疑固系を手

がか りと して

丹羽　允 （大阪市大 ・医 ・細菌）

Host 　 defense 　 in 三nvertebrates ： Wi亡h　 special

reference 　to　the　coagulation 　system 　 in　 hOrse・

shoe 　crabs

MAKOTO 　 NIWA

　広義の 免疫はすべ て の 動物 に 基本的な 生 命 現 象

で ．適応免疫 の ない 無脊椎動物に も十分 な生体防禦

系 が 備っ て い る。近年無脊椎動物 の 生体防 禦機溝の

比較生物学的，進化学的研究が盛 ん に な っ た が ，無

脊椎動物 の 生 体防禦系を カ ブ トガ ニ の 凝固系 と レ ク

チ ソ を 手が か りと して考察 して み た 。 まず．外因性

（病原体．移植片），内因性 （変異細胞 ，老廃物等）

の 異物を非自己 と認識 し て 食作用 で 処 理 す る能力 は

すべ て の 動物に 備 っ て い る 。 種 々 の 特異性 を もつ 細

胞凝集素 （レ ク チ ン ）は 軟体，節足動物 で よ く知ら

れ て い る が ， 高等動物 に も存在す る こ と が 明 らか に

な っ tc。補体 の alternate 　paしhway は 起源が古 く

無脊椎動物に も存在す る 。 凝固系 と炎症反応 は 創傷

の 修復 と病原体 の 排除の 役 目を果す が．カ ブ トガ ニ

の 系は そ の 典型で ある。遅延型 の 移植片拒否 は サ γ

ゴ 類． ミ ミ ズ，ホ ヤ 等 で よ く知 られ，細胞性免疫機

構 が働い て い る。 リ ン パ 系 の 発達 に 伴 い 脊椎動物 に

な る と抗体産生が見られ るが．原 索，棘皮動物 に は

原始 的 な 抗体様物質が存在する可能性 が あ る 。 カ ブ

トガ ニ （TachpleUS　tridentatUS ）の 血 球 は ng もの

微量の グ ラ ム 陰性菌内毒素に よ っ て 脱顆 粒 を 起 こ

し，凝固性 タ ン パ ク coagulegen が 凝 固 す る 。

coagulogen は 分于量 19，
　OOOの 塩基性タ ン パ ク で ，

N 末端 A 工a，C 末端 は Phe で あ る、内毒索 で 活性

化された clotting 　enzyme の 作用 で “ sArg −ieThr

−，s6Arg 」 7Gly 一の 位置 で 限定分解 を うけ，28残基

の ペ プ チ ドを 遊離す る こ とに よ っ て 凝固す る。こ の

反応機構 は 高等動物の ス ロ ン ビ ソ
ー

フ ィ ブ V ソ 系 と

相同で あ り， 事実 clotting 　enzyrne は Facto： Xa

の 合成基質を よ く分解す る。しか も coagulogen の

ア ミ ノ 酸配列に は 霊長類 の フ a ブ リ ノ ペ プ チ ドと高

い 相同性 が 見出 さ れた 。
カ ブ トガ ニ の 凝固系 は 高等

動物の 凝固系の 進化上 の 原型 と考え られ る 。
Tachy −

Pleus の 血 リ ソ バ 中 に は 分子量 や 抗原性の 異 な る

レ ク チ ソ が少 くも 4 種あり，赤 血 球やが ん 細胞を凝

集す る 。
affinity 　chromatography で 請製 した レ

ク チ ソ は シ ア ル 酸， N 一
ア セ チ ル ガ ラ ク Fサ ミ ン ，

N 一ア セ チ ル グ ル コ サ ミ ン 等 N 一
ア セ チ ル 糖 に 特異的

で あっ た 。動物の V ク チ ン は 糠 の 輸送，代謝調節 ，

分化 の 誘導等 の 機能と共 に ．そ の オ プ ソ ユ ン 作用 に

よ っ て 生体防禦 の 役 目を果 し得 る 。 脊椎動物 の 免疫

能 も無脊椎動物の 原型か ら進化 して きた こ とは 確 か

で あ る が，今後の 問題 と して 前 口 動物と後 口 動物 の

差，無脊椎動物に 真 の 悪性腫瘍 は ない の か，な い な

らそ れ は なぜ か ，と い う問 題 が 残 され て い る。

（協同研究者 ： 中村伸 （京大 ・霊長研），岩永貞昭，

森田隆 司，原 田 敏枝 （阪大 ・蛋白研），高木尚 （東

北大 ・理），清水暁 ， 伊藤み え （愛知 が ん セ ン タ ー
）

金 寛志 （大阪市大
・医））

ア メ リカ ロ ブス タ
ー Ilemarus　americanUS の生

体防御機構

森勝義 （東北大 ・農 ・水産増殖）

Defense 　mechanisms 　in　 the　 American 　 lobster，

Uomarus 　 americanUS

KATsuYOSHI 　 MORI

　哺乳類 の 免疫 グ ロ ブ リ ン に 相当す る機 能をもつ 特

異的な タ ソ パ ク 質は 見出 さ れ て い な い が，無脊椎動

物 に お い て も効果的 な 体液性及 び 細胞性 の 生体防 御

反応が存在す る こ とは ，断片的な が ら幾 つ か 報告 さ

れ て い る 。

一
般 に ，節足動物 は 殺菌素

・凝 集素 ・食

作用等の 非特異的な血 リソ バ 防御因子を有す るが ，

こ れ らの 因 子 が 個 体全体 の 生体防御能力との 関連 に

お い て 評価 され た こ とは な い 。 そ こ で ．こ の 観点か

ら行 な わ れた H ．amcric α nUS に 聞す る 我 々 の 実験

（Dr ．　J．　 E．　Stewart，　 Halifax 　Lab・，　Canada との

共同研究）を通 じて．無脊椎動物 の
“
免疫現象

”

の

一
端に 触れた い と考 え る 。

　1． 血 リ ン パ の 殺 菌 素，そ の adsorption と
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